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平 成 ２ ５ 年 ２ 月 ２ ７ 日  

新 川 ・ 春 日 川 河 口 干 潟 の 保 全 利 用 に つ い て の 提 言  
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 香 川 大 学 の 瀬 戸 内 海 の 研 究 グ ル ー プ（ チ ー ム 瀬 戸 内 海：代 表  農 学 部 教 授 多 田 邦

尚 ） で は 、 平 成 20 年 度 よ り 3 年 間 、 香 川 県 ・ 香 川 大 学 連 携 融 合 事 業 と し て 「 干 潟

を 含 め た 浅 海 域 の 生 態 系 研 究 と 地 元 水 産 業 の 活 性 化 」 事 業 を 実 施 し て き ま し た 。  

本 提 言 は 、浅 海 域 の 環 境 保 全 に 関 す る も の で 、新 川・春 日 川 河 口 干 潟 の 重 要 性 に

つ い て 科 学 的 根 拠 を 示 し 、そ の 保 全 利 用 を 図 る た め の 具 体 的 な 政 策 を 提 言 す る も の

で す 。今 後 、香 川 県 に お け る 環 境 及 び ま ち づ く り に 関 す る 政 策 に お い て 、提 言 の 趣

旨 及 び 内 容 を 理 解 頂 き 、具 体 的 な 施 策 の 実 施 に つ い て 検 討 頂 く た め 、香 川 県 知 事 に

提 言 書 を 提 出 い た し ま す 。     

�  問 い 合 わ せ 先  

香 川 大 学 農 学 部 教 授  多 田 邦 尚 ℡ ： 087- 891 -31 48  多 田 研 究 室  



提 言 の 概 要提 言 の 概 要提 言 の 概 要提 言 の 概 要     

    

１ ． 新 川 ・ 春 日 川 河 口 干 潟 の 保 全 利 用 の 必 要 性１ ． 新 川 ・ 春 日 川 河 口 干 潟 の 保 全 利 用 の 必 要 性１ ． 新 川 ・ 春 日 川 河 口 干 潟 の 保 全 利 用 の 必 要 性１ ． 新 川 ・ 春 日 川 河 口 干 潟 の 保 全 利 用 の 必 要 性     

新 川 ・ 春 日 川 河 口 干 潟 は 以 下 の 七 つ の 理 由 に よ り 、 県 と し て 積 極 的 に 保 全 ・ 利 用 し

て ゆ く 必 要 が あ る 。① 高 松 市 内 に 位 置 し 、中 心 部 か ら も 近 い（ ア ー バ ン 型 干 潟 ）、② 河

口 干 潟 と し て は 面 積 的 に 最 も 大 き い（ 前 浜 干 潟 を 含 め て も 県 内 で ２ 位 の 広 さ ）、③ 提 案

す る 区 域 内 に は 干 潟 、葦 原 、ア マ モ 場 が コ ン パ ク ト に 存 在 、④ 生 物 量・生 物 多 様 性（ 二

枚 貝 、 巻 貝 、 甲 殻 類 、 多 毛 類 、 鳥 類 ） が 豊 か で あ る 、 ⑤ 非 常 に 多 く の 市 民 が 潮 干 狩 り

に 訪 れ て い る （ シ ー ズ ン 中 に 4000 人 以 上 ）、 ⑥ 市 民 の 憩 い の 場 、 環 境 学 習 の 場 と し て

大 変 貴 重 、 ⑦ 新 川 、 春 日 川 か ら 海 へ 負 荷 さ れ る 富 栄 養 化 物 質 の 緩 衝 帯 と な っ て い る 。     

    

２ ．２ ．２ ．２ ． 香 川 県 自 然 環 境 保 全 条 例 と 新 川 ・ 春 日 川香 川 県 自 然 環 境 保 全 条 例 と 新 川 ・ 春 日 川香 川 県 自 然 環 境 保 全 条 例 と 新 川 ・ 春 日 川香 川 県 自 然 環 境 保 全 条 例 と 新 川 ・ 春 日 川 河 口河 口河 口河 口 干 潟 の 保 全 利 用干 潟 の 保 全 利 用干 潟 の 保 全 利 用干 潟 の 保 全 利 用     

新 川 ・ 春 日 川 河 口 干 潟 を 香 川 県 自 然 環 境 保 全 条 例 の 自 然 環 境 保 全 地 域 に 指 定 す る こ

と で 、 干 潟 を 保 全 利 用 す る こ と を 提 案 す る 。  

新 川 ・ 春 日 川 河 口 干 潟 を 、 自 然 環 境 保 全 条 例 の 自 然 環 境 保 全 地 域 及 び 自 然 海 浜 保 全

条 例 の 自 然 海 浜 保 全 地 区 に 指 定 す る こ と に よ る 公 物 管 理 等 の 行 為 へ の 支 障 は な い 一 方 、

そ の 例 外 の 具 体 的 基 準 ・ 手 続 が 不 明 確 で あ り 、 事 業 主 体 と し て の 地 方 公 共 団 体 に よ る

公 物 管 理 も 透 明 性・説 明 責 任 が 必 要 で あ る た め 、そ の た め の ル ー ル を 整 備 し た う え で 、

ル ー ル に 則 っ た 利 用 環 境 の 整 備 を 行 う こ と の 意 義 を 明 ら か に し た 。 ま た 、 新 川 ・ 春 日

川 河 口 干 潟 の 保 全 利 用 は 、香 川 県 の 政 策 の 方 向 性 と 合 致 し て い る こ と も 明 ら か に し た 。 

 

３ ． 新 川 ・ 春 日 川 河 口 公 園 の 構 想３ ． 新 川 ・ 春 日 川 河 口 公 園 の 構 想３ ． 新 川 ・ 春 日 川 河 口 公 園 の 構 想３ ． 新 川 ・ 春 日 川 河 口 公 園 の 構 想     

香 川 大 学 で は 、 自 然 環 境 保 全 地 域 に 指 定 す る だ け で は な く 、 公 園 構 想 を 提 案 す る 。

こ の 公 園 構 想 は 、「 新 川 ・ 春 日 川 河 口 干 潟 を 効 果 的 に 保 全 し 利 用 す る た め に は 、 自 然

環 境 保 全 地 域 等 に 指 定 す る な ど し て 保 全 す る だ け で な く 、 そ こ を 中 核 に し て 、 よ り 広

い 地 域 を 一 つ の 公 園 に 定 め て 、 そ の 環 境 の 保 全 と 利 用 を 計 る こ と が 望 ま し い 。 将 来 へ

向 け て 本 干 潟 周 辺 の 景 観 も 含 め た 総 合 的 な 保 全 計 画 の 構 想 づ く り が 必 要 」と す る も の

で あ る 。 な お 、 公 園 構 想 の 実 現 に は 、 市 民 ・ 県 民 レ ベ ル で 当 該 干 潟 の 大 切 さ 、 保 全 の

必 要 性 が 広 く 醸 成 さ れ る こ と が 前 提 で あ り 、近 い 将 来 に 検 討 す べ き 課 題 と し て 位 置 づ

け て い る 。  


